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A G 」 N十K
ご　　z（％） t　　z（％） t　　z（％） t　　z（％）
5のノ
tell
knOW
が軍加1ヒ
81　　　1GO　（55）　　　　14　　　　13　（48）　　　　13　　　　　5　（28）　　　　　9　　　　　8　（47）
15　　　　11　（42）　　　　16　　　　　4　（20）
8　　　　　　6　（43）　　　　17　　　　　　9　（35）
5　　　　23　（82）　　　　　9　　　　17　（65）
2　　　　　1　（33）　　　　i5　　　　12　（44）
2　　　　　　3　（60）　　　　　28　　　　　23　（45）
1　　　　　　6　（86）　　　　　　6　　　　　56　（90）
舎計 109　　　14G　（56）　　　　56　　　　43　（43）　　　　18　　　　15　（45）　　　　58　　　　99　（63）
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現代イギリス英語における融勺節を導くtkatの有無について
な要因であることが認められたが，他の要因には一一一一asの動詞に何の影響も及ぼさないものもあった。
　今鳳の調査は，頻出動詞のthat／zeroの交替を，単独の要魍下（動詞間の差を力目味した以外は）
で観察したものであり，現代イギリス英語におけるこの問題の全体像が明らかになったわけではな
い。さらに対象とする動詞を増やすことに加え，複数の要因が同時に働く場合の影響を調査するこ
とが今後の課題になるだろう。
注
1）本稿では‘主節’は複文から従属節（貝的節）を除いた部分を指すことにする。
2）両方とも4つの動詞を合わせた数値。翻々の動詞でも代名講の場合の方がzeroの比率が高い。
3）Press（カテゴリーA）とFiction（カテゴリーN，　K）のみを調査対象とし，主節の動詞と冒的節の主語と
　の間に副詞類の挿入がある場舎，昌的節がthereで始まる場合を除く。
4）Press（カテゴリーA）とFiction（カテゴリーN，　K）のみを調登対象とし，羅的節の主語が代名詞の揚合，
　主節と羅的節の主語との間に副詞類の挿入がある場合，羅的節がthereで始まる場舎を除く。
5）thinkのみに関わる問題として表6でこの動詞を他の動詞と比べてみるとその用例数の割に翻詞数の挿入の
　ある例が大変少ないのである（123例中8例）。thinkは表1で見たようにzeroの比率が最も高い動詞であ
　るが，その一因はここにあるかもしれない。
6）RのTable　18．4ではtel圭の数値は間接麟勺語も挿入要素として数えているのでここでは考慮から外した。
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